































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































対個人サービス 488 627 709
対企業サービス 559 1，090 1，443
























その他専門サービス 96 217 341
公共サービス 1，828 2，197 2，802
サービス業計 2，875 3，914 4，954
製造業 2，194 2，135 1，994































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































コンピュータ・サービス＋広告 41 109 278
法律サービス＋その他専門サービス 174 339 477
専門・技術サービス小計 215 448 755
（2．17）（3．77）（5．58）
全産業 9，930 11，879 13，521
日本：「国勢調査」による
1980年 1990年 2000年
情報サービス＋広告 27 77 110
専門サービス 74 125 141
専門・技術サービス小計 101 202 251
（1．81）（3．27）（3．99）





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本 米 英 独 仏 EU 計
実質付加価値上昇率（％） 1．0 3．5 3．4 1．1 1．6 1．8
労働投入の寄与 0．3 0．6 3．1 0．6 0．9 1．5




日本 米 英 独 仏 EU 計
労働生産性上昇率（％） 0．8 2．8 0．3 0．5 0．7 0．3
IT 資本の寄与 0．2 0．7 0．7 0．3 0．2 0．4
非 IT 資本の寄与 0．9 0．2 －0．3 0．5 0．4 0．2
TFP の寄与 －0．4 1．9 0．0 －0．4 0．1 －0．4
出所：2007年『通商白書』184～185頁。
3‐3‐13、14、15、16、17、18図より作成。
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量
も
少
し
伸
び
た
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
額
伸
び
率
は
最
も
大
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
わ
が
国
で
は
、
労
働
生
産
性
・
労
働
投
入
量
い
ず
れ
も
伸
び
率
は
小
さ
く
、
生
産
額
の
伸
び
率
は
最
小
で
あ
る
。
こ
う
し
て
〇
七
年
版
『
通
商
白
書
』
は
、
日
米
間
比
較
か
ら
、
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
額
伸
び
率
の
低
さ
の
原
因
を
、
労
働
生
産
性
上
昇
率
の
低
さ
に
求
め
て
い
る
（
同
、
一
八
〇
―
一
八
一
ペ
ー
ジ
）。
だ
が
こ
の
表
を
み
れ
ば
、
英
国
の
生
産
額
伸
び
率
も
米
国
と
同
じ
く
ら
い
大
で
あ
り
、
そ
れ
は
む
し
ろ
労
働
投
入
量
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
独
、
仏
、
Ｅ
Ｕ
計
と
も
に
生
産
額
の
伸
び
に
対
す
る
寄
与
は
む
し
ろ
労
働
投
入
量
増
加
の
方
が
大
で
あ
る
。
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
額
伸
び
率
の
低
さ
は
、
対
米
比
較
で
は
労
働
生
産
性
伸
び
率
の
低
さ
に
よ
る
と
い
え
る
が
、
対
欧
州
比
較
で
は
む
し
ろ
労
働
投
入
量
伸
び
率
の
低
さ
に
よ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
労
働
投
入
量
伸
び
率
の
低
さ
は
医
療
・
福
祉
の
抑
制
の
結
果
と
い
え
よ
う
。
続
け
て
〇
七
年
版
『
通
商
白
書
』
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
を
、
Ｉ
Ｔ
資
本
蓄
積
の
寄
与
、
非
Ｉ
Ｔ
資
本
蓄
積
の
寄
与
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
（
全
要
素
生
産
性
）
変
化
の
寄
与
部
分
に
分
析
し
、
日
・
米
・
欧
で
の
比
較
を
実
施
す
る
〈
表
4－
4
〉。
こ
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
労
働
生
産
性
低
迷
の
原
因
は
、
Ｉ
Ｔ
資
本
蓄
積
の
不
足
と
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
率
の
低
迷
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
労
働
生
産
性
上
昇
へ
の
Ｉ
Ｔ
資
本
の
寄
与
が
大
で
あ
る
の
は
米
・
英
の
み
で
あ
り
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
寄
与
が
大
で
あ
る
の
は
米
国
の
み
で
あ
る
（
同
、
一
八
四
―
一
八
五
ペ
ー
ジ
）。
な
お
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
そ
の
も
の
の
向
上
、
人
材
育
成
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
〇
七
年
『
通
商
白
書
』
は
さ
ら
に
、
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
Ｉ
Ｔ
投
資
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
へ
の
投
資
が
七
割
を
占
め
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
へ
の
重
点
化
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
米
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
Ｉ
Ｔ
投
資
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
へ
の
投
資
が
六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
同
、
一
八
七
―
一
八
八
ペ
ー
ジ
）。
以
上
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
額
伸
び
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
と
そ
れ
を
可
能
と
す
る
Ｉ
Ｔ
資
本
蓄
積
と
り
わ
け
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
へ
の
重
点
化
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
が
説
か
れ
る
。
だ
が
、
労
働
生
産
性
上
昇
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
大
き
く
成
長
し
て
い
る
の
は
米
国
の
み
で
あ
る
。
欧
州
諸
国
で
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
伸
び
は
む
し
ろ
労
働
投
入
量
の
増
加
に
よ
っ
て
生
じ
て
日本経済の再生とサービス産業（Ⅱ）
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い
る
。
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
張
は
、
国
民
生
活
の
需
要
を
み
た
す
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
発
展
で
は
な
く
、
国
際
競
争
力
強
化
、
企
業
を
対
象
と
す
る
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
労
働
生
産
性
上
昇
・
Ｉ
Ｔ
化
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
教
育
・
医
療
福
祉
、
文
化
な
ど
生
活
の
質
向
上
を
も
た
ら
す
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
こ
そ
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
そ
の
前
提
は
十
分
な
人
員
の
配
置
で
あ
る
か
ら
そ
れ
は
雇
用
拡
大
‖
内
需
拡
大
‖
経
済
安
定
化
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
版
『
通
商
白
書
』
は
三
章
三
節
で
、
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
海
外
事
業
展
開
を
分
析
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
で
は
輸
出
額
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
主
要
国
の
な
か
で
最
低
の
二
％
に
と
ど
ま
り
、
ド
イ
ツ
と
比
し
て
法
務
・
会
計
・
研
究
開
発
な
ど
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
競
争
力
が
弱
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
海
外
事
業
展
開
の
例
と
し
て
、
宅
配
便
（
ヤ
マ
ト
）、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
（
講
談
社
、V
IZ
M
edia
）、
外
食
産
業
（
吉
野
家
、
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
）、
教
育
（
ク
モ
ン
、
ベ
ネ
ッ
セ
）、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
（
2
）
サ
ー
ビ
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
動
向
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
向
上
を
検
討
す
る
学
問
分
野
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
へ
の
科
学
的
・
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
サ
ー
ビ
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
、
サ
ー
ビ
ス
工
学
と
呼
ば
れ
る
分
野
が
登
場
し
て
い
る
。
経
済
産
業
省
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
生
産
性
向
上
に
向
け
て
』（
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
、
サ
ー
ビ
ス
設
計
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）、
認
知
工
学
に
お
け
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
プ
ロ
セ
ス
の
工
学
に
よ
る
最
適
化
な
ど
で
あ
る
。サ
ー
ビ
ス
を
科
学
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
、
Ｉ
Ｔ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
、
応
用
数
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
な
ど
を
融
合
す
る
新
し
い
学
問
領
域
の
体
系
を
示
し
た
も
の
と
し
て
は
、
上
林
憲
行
『
サ
ー
ビ
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
』（
二
〇
〇
七
年
、
オ
ー
ム
社
）、
亀
岡
秋
男
『
サ
ー
ビ
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
』（
二
〇
〇
八
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｓ
）
が
あ
る
。
Ｂ
・
ス
タ
ウ
ス
編
『
サ
ー
ビ
ス
・
佐賀大学経済論集 第45巻第6号
114
サ
イ
エ
ン
ス
の
展
開
』（
二
〇
〇
九
年
、
近
藤
隆
雄
訳
、
生
産
性
出
版
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
か
ん
す
る
国
際
会
議
論
文
集
で
あ
る
。
木
下
栄
茂
編
『
サ
ー
ビ
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
理
論
と
実
践
』（
二
〇
一
一
年
、
近
代
科
学
社
）
は
、
実
践
例
も
含
め
た
著
作
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
な
わ
ち
生
産
性
向
上
を
す
す
め
れ
ば
そ
の
雇
用
は
減
っ
て
失
業
者
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ま
ず
別
の
と
こ
ろ
で
雇
用
吸
収
の
受
け
皿
を
つ
く
っ
た
う
え
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
す
め
る
べ
き
だ
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
雇
用
吸
収
の
受
け
皿
と
な
り
う
る
の
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
白
井
義
男
『
サ
ー
ビ
ス
の
経
営
管
理
』（
一
九
九
五
年
、
同
友
館
）、
同
『
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
一
九
九
九
年
、
同
友
館
）、
同
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
二
〇
〇
三
年
、
同
友
館
）
で
は
、
従
来
の
経
営
工
学
の
手
法
を
用
い
て
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
の
設
計
で
「
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
」、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
顧
客
満
足
の
要
因
分
析
で
「
魚
の
骨
」「
コ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
分
析
」、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
管
理
で
「
品
質
管
理
図
」
の
手
法
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
張
が
登
場
す
る
以
前
で
の
従
来
の
経
営
工
学
の
手
法
に
よ
る
分
析
で
あ
る
。
白
井
氏
の
分
析
は
、
羽
田
昇
史
編
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
経
営
論
』（
二
〇
〇
二
年
、
税
務
経
理
協
会
）
四
章
、
五
章
で
要
約
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
で
の
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
Ｂ
・
Ｖ
・
ロ
ー
イ
他
編
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
二
〇
〇
四
年
、
白
井
義
男
訳
、
ピ
ア
ソ
ン
）
が
あ
る
。
米
国
で
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
代
表
的
な
入
門
書
と
さ
れ
て
い
る
Ｒ
・
フ
ィ
ス
ク
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
』（
二
〇
〇
四
年
、
小
川
孔
輔
訳
、
法
政
大
学
出
版
会
）
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
双
方
向
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
工
学
の
新
し
さ
は
Ｉ
Ｔ
技
術
を
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
に
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
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115
（
3
）
新
自
由
主
義
の
展
開
と
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
評
価
の
変
遷
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
登
場
し
た
脱
工
業
社
会
論
は
、
資
本
主
義
の
順
調
な
成
長
を
背
景
と
し
た
福
祉
国
家
実
現
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
世
界
的
な
成
長
の
時
代
は
終
わ
り
、
不
況
と
イ
ン
フ
レ
が
同
時
に
進
行
す
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
状
況
と
な
り
、
そ
の
な
か
で
福
祉
を
維
持
す
る
た
め
に
赤
字
財
政
化
が
深
刻
と
な
る
。
一
九
七
〇
年
代
末
に
は
福
祉
国
家
体
制
・
大
き
な
政
府
を
排
撃
す
る
新
自
由
主
義
の
潮
流
（
Ｍ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
の
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
ら
の
公
共
選
択
理
論
）
が
強
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
（
一
九
七
九
年
）、
米
国
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
（
一
九
八
〇
年
）
が
成
立
す
る
。
一
九
八
〇
年
代
は
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
外
資
導
入
工
業
化
）
に
よ
り
新
自
由
主
義
の
主
張
は
世
界
経
済
レ
ベ
ル
で
の
市
場
原
理
の
徹
底
化
へ
と
広
が
り
、
市
場
原
理
の
復
権
、
公
共
部
門
・
福
祉
の
抑
制
と
並
ん
で
Ｍ
Ｅ
技
術
革
新
（
製
造
分
野
）
が
進
展
す
る
。
そ
し
て
脱
工
業
社
会
論
を
幻
想
と
し
て
製
造
業
の
復
権
・
新
工
業
化
を
説
く
潮
流
が
強
ま
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
は
、
冷
戦
終
焉
に
よ
り
旧
ソ
連
・
東
欧
も
市
場
経
済
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
本
格
化
し
、
軍
事
関
連
の
情
報
通
信
技
術
が
民
間
移
転
さ
れ
オ
フ
ィ
ス
分
野
の
合
理
化
が
す
す
む
。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
自
由
主
義
は
定
着
し
、
九
〇
年
代
の
大
競
争
時
代
の
な
か
で
、コ
ス
ト
削
減
‖
外
注
化
の
受
け
皿
と
し
て
の
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
役
割
が
高
ま
り
、そ
の
肥
大
化
が
す
す
む
こ
と
と
な
っ
た
。さ
ら
に
二
十
一
世
紀
に
至
る
と
、
新
自
由
主
義
の
帰
結
で
あ
る
金
融
投
機
化
が
強
ま
り
、
製
造
業
で
の
新
興
諸
国
の
役
割
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
先
進
諸
国
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
競
争
力
強
化
を
重
視
す
べ
し
と
の
主
張
が
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
と
し
て
登
場
し
た
。
以
上
の
展
開
に
つ
い
て
は
『
佐
賀
大
学
経
済
論
集
』
四
一
巻
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）
掲
載
の
飯
盛
「
新
自
由
主
義
の
展
開
と
帰
結
」
を
み
ら
れ
た
い
。
ま
た
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
世
界
的
な
新
自
由
主
義
の
登
場
と
そ
の
理
論
、
わ
が
国
で
の
そ
の
実
行
と
し
て
の
臨
調
路
線
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
飯
盛
『
経
済
政
策
と
第
三
次
産
業
』（
一
九
八
七
年
）
一
、
二
、
三
、
四
章
で
述
べ
て
い
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。佐
伯
啓
思
『
経
済
学
の
犯
罪
』（
二
〇
一
二
年
、
講
談
社
）
に
よ
れ
ば
、
先
進
諸
国
は
一
九
七
〇
年
代
に
は
す
で
に
、
過
剰
と
な
っ
た
生
産
能
力
を
吸
収
で
き
る
だ
け
の
需
要
が
形
成
さ
れ
な
い
「
過
剰
性
の
経
済
」
と
な
り
、
そ
れ
を
背
景
に
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
の
脱
工
業
社
会
論
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
米
国
で
は
、
そ
れ
以
前
の
工
業
化
段
階
‖
「
稀
少
性
の
経
済
」
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
カ
ゴ
学
派
的
な
徹
底
し
た
市
場
競
争
主
義
‖
新
自
由
主
義
が
採
用
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
革
命
、
金
融
革
命
が
加
わ
っ
て
今
日
の
不
安
定
な
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
を
も
た
ら
し
た
。
佐
伯
氏
は
、
脱
成
長
主
義
へ
の
社
会
像
を
構
想
し
官
民
協
調
の
も
と
で
そ
れ
へ
向
け
た
公
共
計
画
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
活
路
を
開
く
こ
と
に
な
る
、
と
し
て
い
る
（
同
、
九
章
）。
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第
六
章
生
産
的
労
働
と
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
論
争
本
章
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
論
争
史
を
一
九
五
〇
・
六
〇
年
代
の
生
産
的
労
働
論
争
、
一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
の
価
値
形
成
労
働
論
争
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
労
働
過
程
特
性
を
め
ぐ
る
論
争
に
区
分
し
て
検
討
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
に
た
つ
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
実
態
分
析
は
可
能
と
な
り
、
こ
の
説
は
有
用
効
果
（
無
形
使
用
価
値
）
生
産
説
と
労
働
対
象
不
在
説
に
よ
っ
て
成
り
た
つ
こ
と
を
主
張
す
る
。
ま
た
、
現
状
分
析
と
批
判
の
課
題
は
、
労
働
解
放
論
と
し
て
の
生
産
的
労
働
論
の
理
解
、「
非
再
生
産
的
活
動
」
の
概
念
に
よ
る
腐
朽
性
批
判
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
考
え
る
。
価
値
論
の
基
礎
に
唯
物
史
観
が
あ
る
と
み
る
通
説
の
誤
り
も
指
摘
す
る
。
第
一
節
生
産
的
労
働
論
争
…
…
一
九
五
〇
・
六
〇
年
代
（
1
）
第
三
次
産
業
の
肥
大
化
‖
腐
朽
性
・
寄
生
性
の
深
化
と
い
う
見
方
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
論
争
は
ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
生
産
的
労
働
規
定
の
理
解
の
問
題
、
す
な
わ
ち
生
産
的
労
働
論
争
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
示
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
ソ
連
邦
科
学
院
『
経
済
学
教
科
書
』（
一
九
五
四
年
）
は
、
そ
の
十
四
章
で
資
本
主
義
社
会
の
国
民
所
得
を
、
三
十
六
章
で
社
会
主
義
社
会
の
国
民
所
得
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
生
産
的
労
働
‖
物
質
的
財
貨
を
生
産
す
る
労
働
の
み
が
国
民
所
得
を
生
み
出
す
と
い
う
定
式
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
の
背
景
に
は
、「
物
質
的
生
産
の
第
一
義
的
役
割
」
と
い
う
唯
物
史
観
の
基
本
命
題
を
価
値
論
の
前
提
と
み
な
す
通
念
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
流
通
や
サ
ー
ビ
ス
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
は
物
質
的
生
産
分
野
で
生
み
だ
さ
れ
た
所
得
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
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現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
物
質
的
生
産
の
比
重
低
下
‖
第
三
次
産
業
の
増
大
は
そ
の
腐
朽
性
・
寄
生
性
の
深
化
を
示
す
も
の
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
不
生
産
的
な
部
門
の
働
き
手
の
割
合
を
少
な
く
し
て
物
質
的
生
産
部
面
で
働
く
人
々
の
割
合
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
、
国
民
経
済
的
課
題
で
あ
る
、
と
し
て
い
た
。
（
2
）
わ
が
国
の
通
説
生
産
的
労
働
と
は
物
質
的
財
貨
を
生
産
す
る
労
働
で
あ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
国
民
所
得
論
は
、
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
第
三
次
産
業
の
比
重
増
大
を
そ
の
腐
朽
性
・
寄
生
性
の
深
化
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
物
的
生
産
物
概
念
に
よ
る
国
民
所
得
論
は
、
わ
が
国
で
は
岩
波
書
店
『
日
本
資
本
主
義
講
座
』（
一
九
五
四
年
）
の
な
か
で
、
都
留
重
人
、
野
々
村
一
雄
、
上
杉
正
一
郎
、
広
田
純
、
田
沼
肇
の
各
氏
ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
だ
が
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
生
産
的
労
働
の
規
定
に
は
、
労
働
過
程
の
視
点
か
ら
す
る
本
源
的
規
定
（
物
質
的
生
産
活
動
の
み
が
生
産
的
）
と
並
ん
で
、
資
本
の
価
値
増
殖
の
観
点
か
ら
す
る
歴
史
的
規
定
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
歴
史
的
規
定
に
よ
れ
ば
、
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
で
も
資
本
に
利
潤
を
も
た
ら
せ
ば
生
産
的
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
る
生
産
的
労
働
の
こ
の
二
つ
の
規
定
の
関
係
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
が
論
争
の
焦
点
と
な
っ
た
。
こ
の
段
階
で
の
論
争
の
到
達
点
を
示
す
も
の
は
、
金
子
ハ
ル
オ
『
生
産
的
労
働
と
国
民
所
得
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
六
年
）
で
あ
る
。
物
質
的
財
貨
を
生
む
労
働
だ
け
が
生
産
的
労
働
で
あ
り
、
価
値
し
た
が
っ
て
国
民
所
得
を
生
産
し
、
流
通
や
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
は
物
質
的
生
産
分
野
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
る
と
い
う
通
説
は
、
金
子
ハ
ル
オ
氏
に
よ
っ
て
首
尾
一
貫
し
た
体
系
へ
仕
上
げ
ら
れ
た
。
金
子
氏
は
、
本
源
的
規
定
と
歴
史
的
規
定
の
い
ず
れ
で
も
生
産
的
と
な
る
労
働
が
国
民
所
得
を
生
産
す
る
、
と
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
は
工
業
化
に
よ
る
高
度
成
長
の
時
代
で
あ
り
、
第
三
次
産
業
の
肥
大
化
を
腐
朽
化
・
寄
生
化
と
み
な
す
見
解
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。
ま
た
不
生
産
的
な
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
物
財
生
産
部
門
が
う
み
だ
す
国
民
所
得
の
再
分
配
で
維
持
さ
れ
る
と
い
う
主
張
は
、
当
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時
の
社
会
主
義
諸
国
で
は
教
育
・
医
療
な
ど
が
無
償
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
飯
盛
『
生
産
的
労
働
と
第
三
次
産
業
』（
一
九
七
八
年
・
青
木
書
店
）
三
章
で
検
討
し
て
い
る
。
第
二
節
価
値
形
成
労
働
論
争
…
…
一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
（
1
）
論
争
の
転
換
だ
が
、
工
業
化
に
よ
る
生
産
力
発
展
を
も
と
に
教
育
・
医
療
や
生
活
関
連
・
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
が
顕
著
と
な
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
そ
の
正
当
な
位
置
づ
け
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
的
労
働
規
定
を
も
と
に
価
値
形
成
労
働
論
・
国
民
所
得
論
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
一
九
五
〇
・
六
〇
年
代
の
生
産
的
労
働
論
争
の
誤
り
が
あ
っ
た
。
価
値
形
成
労
働
論
は
『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
で
登
場
し
、
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
は
一
巻
三
篇
五
章
「
労
働
過
程
と
価
値
増
殖
過
程
」
で
、
そ
の
歴
史
的
規
定
は
一
巻
五
篇
十
四
章「
絶
対
的
お
よ
び
相
対
的
剰
余
価
値
」で
登
場
す
る
。
価
値
論
と
生
産
的
労
働
規
定
は
元
々
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
阿
部
照
男
氏
で
あ
っ
た
（
一
九
六
七
年
発
表
の
論
文
、
同
『
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
』
新
評
論
、
一
九
八
七
年
に
再
録
）。
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
価
値
論
・
再
生
産
論
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
問
題
は
、
価
値
形
成
労
働
論
そ
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
有
用
効
果
（
無
形
使
用
価
値
）
概
念
を
軸
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
が
赤
堀
邦
雄
『
価
値
論
と
生
産
的
労
働
』（
一
九
七
一
年
、
三
一
書
房
）、
飯
盛
『
生
産
的
労
働
の
理
論
―
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
経
済
学
』（
一
九
七
七
年
、
青
木
書
店
）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
通
説
と
の
間
で
の
論
争
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
間
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
序
説
』（
一
九
八
五
年
、
九
州
大
学
出
版
会
）
八
章
、
飯
盛
『
経
済
政
策
と
第
三
次
産
業
』（
一
九
八
七
年
、
同
文
舘
）
九
章
で
検
討
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
が
優
勢
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
不
生
産
的
と
す
る
通
説
か
ら
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は
、
大
吹
勝
男
『
流
通
費
用
と
サ
ー
ビ
ス
の
理
論
』（
一
九
八
五
年
、
梓
書
房
）、
渡
辺
雅
男
『
サ
ー
ビ
ス
労
働
論
』（
一
九
八
五
年
、
三
嶺
書
房
）
で
示
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
旧
ソ
連
で
も
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
価
値
形
成
的
と
す
る
主
張
が
多
数
現
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
飯
盛
『
生
産
的
労
働
の
理
論
』（
一
九
七
七
年
、
青
木
書
店
）
の
後
半
部
分
で
紹
介
し
て
い
る
。
（
2
）
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
の
展
開
価
値
形
成
労
働
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
一
九
五
〇
・
六
〇
年
代
に
交
通
経
済
論
の
分
野
で
展
開
さ
れ
た
交
通
‖
生
産
論
争
を
引
き
継
ぐ
形
で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
資
本
論
』
二
巻
一
篇
で
は
、
運
輸
業
は
場
所
移
動
と
い
う
無
形
の
生
産
物
（
使
用
価
値
）
を
う
み
だ
し
価
値
を
形
成
す
る
（
有
用
効
果
生
産
説
）
と
し
て
お
り
、
こ
の
説
を
無
形
生
産
物
を
う
む
サ
ー
ビ
ス
部
門
一
般
へ
適
用
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
価
値
生
産
が
主
張
さ
れ
る
。
交
通
‖
生
産
論
争
の
詳
細
な
検
討
は
、
馬
場
雅
昭
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
』（
一
九
八
九
年
、
同
文
舘
）、
同
『
流
通
費
用
論
の
展
開
』（
一
九
九
九
年
、
同
文
舘
）
に
み
ら
れ
る
。
な
お
、『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
で
は
、
価
値
と
は
物
質
化
・
対
象
化
さ
れ
た
人
間
労
働
で
あ
る
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
は
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
と
並
ん
で
、
物
財
生
産
活
動
の
み
を
価
値
形
成
的
と
み
な
す
通
説
の
論
拠
と
な
っ
て
い
た
。
赤
堀
邦
雄
氏
は
、
冒
頭
商
品
論
は
物
財
生
産
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
分
析
で
は
そ
れ
は
無
視
し
て
よ
い
と
し
て
い
る
。
だ
が
私
は
、
冒
頭
商
品
論
で
は
生
産
物
（
使
用
価
値
）
は
自
然
素
材
と
有
用
効
果
の
結
合
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
素
材
が
な
い
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
有
用
効
果
そ
の
も
の
を
生
産
物
と
み
な
す
理
解
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
資
本
論
』
二
巻
一
篇
の
運
輸
業
・
有
用
効
果
生
産
説
も
冒
頭
商
品
論
の
具
体
化
と
し
て
、
す
な
わ
ち
冒
頭
商
品
論
と
二
巻
一
篇
運
輸
業
・
有
用
効
果
生
産
説
を
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
価
値
説
へ
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
組
み
入
れ
は
、
そ
れ
が
う
み
だ
す
無
形
生
産
物
（
使
用
価
値
）
を
と
ら
え
る
「
有
用
効
果
」
概
念
の
確
立
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
実
質
的
に
確
立
し
た
の
は
、『
資
本
論
』
二
巻
第
一
草
稿
（
一
八
六
五
年
）
で
の
運
輸
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業
規
定
（
人
間
あ
る
い
は
商
品
の
場
所
移
動
と
い
う
無
形
生
産
物
）
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
直
後
に
完
成
さ
れ
た
『
資
本
論
』
第
一
巻
初
版
（
一
八
六
七
年
）
の
冒
頭
商
品
論
で
有
用
効
果
（N
utzeffekt
）
概
念
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
十
年
後
に
執
筆
さ
れ
る
『
資
本
論
』
二
巻
一
章
の
原
稿
で
、
人
間
の
運
輸
・
商
品
の
運
輸
を
と
も
に
含
む
運
輸
業
の
一
般
規
定
と
し
て
の
有
用
効
果
生
産
説
が
整
然
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
先
行
す
る
『
剰
余
価
値
学
説
史
』（
一
八
六
一
―
六
三
年
）
の
な
か
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
に
か
ん
す
る
叙
述
が
い
く
ど
も
登
場
す
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
じ
し
ん
が
サ
ー
ビ
ス
部
門
へ
の
労
働
価
値
説
の
適
用
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
、
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
は
有
用
効
果
（
無
形
生
産
物
）
生
産
説
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
登
場
す
る
『
資
本
論
』
二
巻
一
章
は
そ
の
執
筆
時
期
（
一
八
七
七
―
七
八
年
）
か
ら
み
て
マ
ル
ク
ス
の
完
成
さ
れ
た
学
説
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
社
会
的
分
業
の
環
と
な
る
こ
と
を
予
測
し
て
そ
れ
へ
の
価
値
論
の
適
用
を
示
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
（
政
治
経
済
研
究
所
『
政
経
研
究
』
九
九
号
、
二
〇
一
二
年
、
飯
盛
「
サ
ー
ビ
ス
部
門
価
値
生
産
説
の
論
拠
」）。
但
馬
末
雄
氏
は
、『
資
本
論
』
二
巻
一
章
で
の
人
間
の
運
輸
と
商
品
の
運
輸
を
と
も
に
説
明
す
る
有
用
効
果
生
産
説
は
、
元
々
は
人
間
の
運
輸
に
限
定
し
て
い
た
「
有
用
効
果
生
産
説
」
を
商
品
の
運
輸
へ
ま
で
拡
張
し
て
し
ま
っ
た
「
統
合
有
用
効
果
説
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
未
完
の
試
行
錯
誤
で
あ
る
と
み
る
（
同
、『
商
業
資
本
論
の
展
開
』
二
〇
〇
〇
年
・
法
律
文
化
社
）。
だ
が
有
用
効
果
生
産
説
こ
そ
は
マ
ル
ク
ス
の
完
成
さ
れ
た
学
説
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
労
働
価
値
論
の
展
開
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
節
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
の
登
場
…
…
一
九
九
〇
年
代
以
降
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
に
対
象
化
さ
れ
て
労
働
力
を
生
産
す
る
と
い
う
見
解
一
九
九
〇
年
代
に
至
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
力
を
形
成
す
る
こ
と
で
価
値
を
生
産
す
る
と
み
る
「
第
三
の
説
」
が
登
場
す
る
。
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こ
の
説
は
斎
藤
重
雄
編
『
現
代
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
』（
二
〇
〇
一
年
、
創
風
社
）、
同
『
現
代
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
の
展
開
』（
二
〇
〇
五
年
、
創
風
社
）、
櫛
田
豊
『
サ
ー
ビ
ス
と
労
働
力
の
生
産
』（
二
〇
〇
三
年
、
創
風
社
）
で
示
さ
れ
て
い
る
。
斎
藤
氏
は
、
物
財
生
産
を
生
産
活
動
と
す
る
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
と
『
資
本
論
』
冒
頭
商
品
論
の
「
対
象
化
・
物
質
化
」
規
定
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
労
働
力
再
生
産
に
と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
背
景
に
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
労
働
対
象
で
あ
る
人
間
を
変
化
さ
せ
て
労
働
力
と
い
う
生
産
物
を
つ
く
り
だ
し
、
価
値
を
形
成
す
る
と
主
張
す
る
。
物
質
的
生
産
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
本
源
的
な
生
産
活
動
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
人
間
そ
の
も
の
に
対
象
化
・
物
質
化
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
労
働
力
を
形
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
物
質
的
生
産
活
動
に
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
物
財
生
産
労
働
と
同
じ
く
価
値
を
形
成
す
る
と
み
る
見
解
は
、
長
岡
豊
『
資
本
と
労
働
』（
一
九
七
二
年
、
有
斐
閣
）、
松
原
昭
『
賃
労
働
と
社
会
主
義
』（
一
九
七
六
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
会
）、
置
塩
信
雄
『
現
代
資
本
主
義
分
析
の
課
題
』（
一
九
八
一
年
、
岩
波
書
店
）
に
も
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
労
働
力
と
は
人
間
能
力
の
総
体
で
あ
っ
て
生
産
物
で
は
な
く
、
資
本
関
係
の
も
と
で
商
品
化
を
強
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
擬
制
的
商
品
で
あ
り
、
労
働
力
は
生
産
物
で
は
な
く
し
た
が
っ
て
人
間
そ
の
も
の
は
労
働
対
象
（
生
産
物
の
主
要
実
体
・
自
然
素
材
）
で
は
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
生
産
物
は
無
形
生
産
物
（
有
用
効
果
）
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
け
る
労
働
対
象
の
不
在
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
有
用
効
果
生
産
説
と
労
働
対
象
不
在
説
は
一
体
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
を
構
成
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
は
通
説
を
前
提
と
し
た
折
衷
説
で
あ
る
。
（
2
）
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
…
…
労
働
対
象
の
不
在
有
用
効
果
生
産
説
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
を
徹
底
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
国
民
所
得
統
計
等
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
実
態
研
究
は
こ
れ
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
な
お
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
過
程
で
は
人
間
そ
の
も
の
が
労
働
対
象
・
原
料
に
な
る
と
い
う
見
解
は
、
鈴
木
和
雄
『
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
過
程
論
』（
二
〇
一
二
年
、
御
茶
の
水
書
房
）、
森
田
盛
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也
『
価
値
と
剰
余
価
値
の
理
論
』（
二
〇
〇
九
年
、
作
品
社
）
で
も
み
ら
れ
る
。
前
者
は
接
客
労
働
、
後
者
は
熟
練
形
成
労
働
を
論
じ
た
著
作
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
労
働
・
労
働
力
価
値
形
成
説
の
登
場
に
よ
る
第
三
段
階
の
論
争
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
労
働
過
程
特
性
を
め
ぐ
る
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
物
財
生
産
部
門
と
比
し
た
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
特
徴
は
労
働
対
象
の
不
在
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
私
は
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』（
一
九
九
三
年
、
同
文
舘
）
七
・
八
章
で
示
し
た
。
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
一
分
冊
・
余
論
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
一
部
で
あ
る
精
神
的
生
産
に
お
い
て
媒
体
へ
の
対
象
化
に
よ
っ
て
流
通
可
能
と
な
る
ば
あ
い
が
あ
る
こ
と
を
書
籍
・
絵
画
を
例
に
指
摘
し
て
い
る
。
精
神
的
生
産
す
な
わ
ち
マ
ス
コ
ミ
、
教
育
研
究
、
芸
術
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
媒
体
は
補
助
材
料
で
あ
っ
て
労
働
対
象
で
は
な
い
。
映
画
や
新
聞
と
い
う
の
は
物
質
と
し
て
の
フ
ィ
ル
ム
や
新
聞
紙
で
は
な
く
、
そ
れ
が
提
供
す
る
も
の
は
「
情
報
そ
の
も
の
」
で
あ
る
こ
と
は
五
十
年
前
の
論
争
の
な
か
で
強
調
さ
れ
て
い
た
。
馬
場
雅
昭
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
』（
一
九
八
九
年
、
同
文
舘
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
象
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
所
有
対
象
と
は
な
ら
な
い
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
象
を
購
入
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
物
的
生
産
と
区
別
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
特
性
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
生
産
手
段
は
労
働
手
段
の
み
で
あ
り
、
労
働
対
象
は
含
ま
れ
な
い
、
と
強
調
す
る
。
馬
場
氏
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
・
労
働
対
象
不
在
説
を
運
輸
業
分
析
か
ら
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
私
が
こ
の
説
を
打
ち
出
し
た
の
は
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』（
一
九
九
三
年
）
八
章
で
の
精
神
的
生
産
の
分
析
を
と
お
し
て
で
あ
っ
た
。『
資
本
論
』
一
巻
五
章
一
節
「
労
働
過
程
」
で
は
、
労
働
過
程
の
三
要
素
と
し
て
労
働
そ
の
も
の
と
労
働
対
象
と
労
働
手
段
が
あ
げ
ら
れ
る
。
だ
が
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
い
て
は
、
新
た
な
生
産
物
へ
素
材
的
に
移
転
さ
れ
る
労
働
対
象
（
物
質
的
基
体
、
自
然
素
材
）
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
労
働
過
程
の
結
果
と
し
て
う
み
だ
さ
れ
る
の
は
無
形
生
産
物
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
な
か
で
も
消
費
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
視
覚
・
聴
覚
で
享
受
す
る
画
像
・
音
声
・
文
字
情
報
提
供
で
は
媒
体
が
補
助
材
料
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
マ
ル
ク
ス
は
『
聖
家
族
』（
一
八
四
四
年
）、『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
一
八
四
六
年
）
で
こ
れ
ら
を
「
精
神
的
生
産
」
と
呼
ん
だ
。
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な
お
、
原
丈
人
『
二
十
一
世
紀
の
国
富
論
』（
二
〇
〇
七
年
、
平
凡
社
）
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
有
形
の
「
物
的
工
業
製
品
」
と
区
分
し
て
、
人
間
の
知
恵
が
生
み
出
す
無
形
の
「
知
的
工
業
製
品
」
と
と
ら
え
て
い
る
。
第
四
節
生
産
的
労
働
論
の
再
構
成
と
唯
物
史
観
（
1
）
労
働
解
放
論
、
腐
朽
性
批
判
の
規
定
生
産
的
労
働
論
争
は
国
民
所
得
論
構
築
と
同
時
に
第
三
次
産
業
の
現
状
分
析
と
批
判
（
腐
朽
性
と
寄
生
性
の
批
判
）
を
も
目
標
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
前
者
は
価
値
形
成
労
働
論
へ
と
純
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
マ
ル
ク
ス
生
産
的
労
働
論
そ
の
も
の
の
再
構
成
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
労
働
解
放
論
・
変
革
主
体
形
成
論
と
し
て
の
生
産
的
労
働
論
の
理
解
、
腐
朽
性
・
寄
生
性
の
批
判
規
定
と
し
て
の
「
非
再
生
産
的
活
動
」
概
念
の
摘
出
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
生
産
的
労
働
の
本
源
的
規
定
と
歴
史
的
規
定
は
、
労
働
過
程
（
使
用
価
値
生
産
）
の
担
い
手
で
あ
る
と
同
時
に
価
値
増
殖
過
程
（
剰
余
価
値
生
産
）
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
資
本
主
義
的
労
働
の
二
重
性
・
矛
盾
を
と
ら
え
た
概
念
（
対
立
物
の
統
一
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
に
よ
る
労
働
の
包
摂
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
資
本
主
義
の
発
展
そ
の
も
の
が
労
働
主
体
の
成
長
‖
労
働
の
資
本
か
ら
の
解
放
を
必
然
と
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
（『
資
本
論
』
第
一
巻
四
篇
十
三
章
「
機
械
と
大
工
業
」
と
り
わ
け
九
節
・
工
場
立
法
）。
マ
ル
ク
ス
の
生
産
的
労
働
論
は
労
働
解
放
論
・
変
革
主
体
形
成
論
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
労
働
主
体
の
成
長
は
教
育
・
医
療
・
福
祉
な
ど
人
間
の
発
達
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
拡
大
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
の
『
資
本
論
』
一
巻
四
篇
の
理
解
は
、
芝
田
進
午
『
人
間
性
と
人
格
の
理
論
』（
一
九
六
一
年
、
青
木
書
店
）
八
章
で
最
初
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
現
代
資
本
主
義
の
腐
朽
性
・
寄
生
性
を
批
判
す
る
規
定
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
に
は
、
社
会
的
再
生
産
の
進
行
に
と
っ
て
必
要
か
不
必
要
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
区
分
、
す
な
わ
ち
再
生
産
的
活
動
と
非
再
生
産
的
活
動
の
区
分
が
あ
る
。「
非
再
生
産
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」
の
概
念
は
『
直
接
的
生
産
過
程
の
諸
結
果
』（
一
八
六
三
年
）
の
な
か
で
登
場
し
、『
資
本
論
』
二
巻
三
篇
・
再
生
産
論
で
は
、
消
費
手
段
生
産
部
門
の
亜
部
門
と
し
て
奢
侈
品
生
産
部
門
が
登
場
す
る
。
い
わ
ゆ
る
通
説
に
よ
れ
ば
、
第
三
次
産
業
は
所
得（
生
産
物
）
を
生
ま
ぬ
と
し
て
そ
の
拡
大
そ
の
も
の
が
腐
朽
性
・
寄
生
性
の
指
標
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
表
示
す
る
の
は
む
し
ろ
非
再
生
産
的
部
門
（
奢
侈
品
、
肥
大
化
し
た
流
通
機
構
、
投
機
的
活
動
）
で
あ
る
。
私
の
最
初
の
著
作
『
生
産
的
労
働
の
理
論
』（
一
九
七
七
年
）『
生
産
的
労
働
と
第
三
次
産
業
』（
一
九
七
八
年
）
で
は
こ
れ
ら
の
点
を
強
調
し
た
。
『
生
産
的
労
働
と
第
三
次
産
業
』
二
章
で
は
、『
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
な
か
で
マ
ル
ク
ス
は
、
節
欲
を
説
く
ス
ミ
ス
と
浪
費
を
説
く
マ
ル
サ
ス
の
対
比
、
前
者
の
正
当
性
の
評
価
か
ら
、
社
会
的
再
生
産
の
観
点
か
ら
の
生
産
的
労
働
規
定
を
引
き
出
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。
わ
が
国
で
は
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
物
価
暴
騰
期
に
商
業
部
門
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
七
一
年
一
四
・
〇
％
か
ら
七
四
年
一
五
・
二
％
へ
上
昇
し
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
経
済
期
に
は
金
融
保
険
不
動
産
業
の
そ
れ
が
八
五
年
一
五
・
四
％
か
ら
八
九
年
一
六
・
九
％
へ
上
昇
し
た
。
こ
れ
ら
不
生
産
的
な
流
通
部
門
の
肥
大
化
は
正
常
な
経
済
活
動
を
阻
害
す
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
抑
制
が
不
可
避
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
2
）
唯
物
史
観
と
価
値
論
…
…
「
物
的
生
産
の
第
一
義
性
」
と
「
土
台
―
上
部
構
造
論
」
の
ち
が
い
生
産
的
労
働
論
争
の
混
乱
の
原
因
は
、
生
産
的
労
働
規
定
を
価
値
論
の
前
提
と
み
な
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
理
解
の
根
底
に
は
「
物
質
的
生
産
の
第
一
義
的
役
割
」
と
い
う
唯
物
史
観
の
命
題
と
価
値
論
と
を
結
び
つ
け
る
理
解
が
あ
る
。
通
説
の
代
表
で
あ
る
金
子
ハ
ル
オ
氏
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
が
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
価
値
非
形
成
と
み
な
す
の
は
、
そ
れ
が
「
物
質
的
財
貨
の
生
産
こ
そ
は
人
間
社
会
の
存
在
と
発
展
の
根
本
条
件
」
で
あ
る
と
す
る
唯
物
史
観
の
考
え
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
、
と
言
う
（
同
『
サ
ー
ビ
ス
論
研
究
』
一
九
九
八
年
、
創
風
社
）。
金
子
氏
よ
り
前
の
世
代
で
あ
る
遊
部
久
蔵
氏
は
『
価
値
論
と
史
的
唯
物
論
』（
一
九
五
〇
年
、
弘
文
堂
）
で
、「
価
値
論
と
唯
物
史
観
の
共
通
基
盤
は
物
質
的
生
産
過
程
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
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唯
物
史
観
を
価
値
論
の
前
提
と
み
な
す
思
考
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
価
値
形
成
的
と
み
る
拡
張
派
に
も
み
ら
れ
る
。
長
岡
豊
氏
は
三
節（
1
）で
あ
げ
た
著
書
の
な
か
で
、「
物
的
生
産
の
第
一
義
性
」
を
「
人
間
社
会
存
続
の
基
本
条
件
」
と
読
み
か
え
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
は
今
日
で
は
こ
の
「
基
本
条
件
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
生
産
的
労
働
で
あ
り
、
価
値
形
成
的
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
置
塩
信
雄
氏
も
三
節（
1
）で
あ
げ
た
著
書
の
な
か
で
、
人
間
自
身
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
か
ら
人
間
に
は
た
ら
き
か
け
る
サ
ー
ビ
ス
労
働
も
自
然
変
革
活
動
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
価
値
形
成
を
説
い
て
い
る
。
「
物
的
生
産
の
第
一
義
性
」
の
命
題
を
価
値
論
の
前
提
と
み
な
す
思
考
は
通
説
・
拡
張
節
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
命
題
は
自
然
対
人
間
の
考
察
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
関
係
の
基
礎
を
論
ず
る
価
値
論
の
前
提
で
は
な
い
。
唯
物
史
観
の
基
本
命
題
に
は
「
物
的
生
産
の
第
一
義
性
」
と
並
ん
で
「
経
済
的
土
台
（
生
産
諸
関
係
）
の
規
定
的
役
割
」（
土
台
―
上
部
構
造
論
）
も
あ
る
。
前
者
は
自
然
対
人
間
の
考
察
か
ら
え
ら
れ
る
生
産
力
に
か
か
わ
る
命
題
で
あ
り
、
後
者
は
社
会
的
諸
関
係
の
考
察
か
ら
え
ら
れ
る
生
産
関
係
に
か
か
わ
る
命
題
で
あ
る
。
生
産
力
に
か
か
わ
る
前
者
の
命
題
を
価
値
論
と
結
び
つ
け
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
こ
の
誤
り
を
も
た
ら
し
た
の
は
こ
の
命
題
と
後
者
の
命
題
の
混
同
（
後
者
の
前
者
へ
の
還
元
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
物
的
生
産
の
第
一
義
性
」
の
命
題
は
、
自
然
は
人
間
よ
り
先
に
存
在
し
、
人
間
は
自
然
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
い
う
客
観
的
事
実
に
よ
り
、
自
然
に
対
す
る
働
き
か
け
を
と
お
し
て
の
生
活
手
段
の
獲
得
（
物
質
的
生
産
活
動
）
が
人
間
生
活
の
基
本
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
土
台
―
上
部
構
造
論
」
は
社
会
的
諸
関
係
の
検
討
そ
の
も
の
か
ら
導
か
れ
る
命
題
で
あ
る
。『
経
済
学
批
判
・
序
言
』（
一
八
五
九
年
）
に
み
ら
れ
る
唯
物
史
観
の
定
式
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
人
間
社
会
を
経
済
的
土
台
（
生
産
諸
関
係
）
と
上
部
構
造
（
国
家
機
構
）
の
統
一
で
あ
る
「
経
済
的
社
会
構
成
体
」
と
と
ら
え
、
後
者
は
前
者
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
命
題
は
、
国
家
の
役
割
は
生
産
諸
関
係
の
根
幹
で
あ
る
所
有
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
と
の
理
解
を
媒
介
と
し
て
導
き
だ
さ
れ
て
い
る
。「
物
的
生
産
の
第
一
義
性
」
の
命
題
と
「
土
台
―
上
部
構
造
論
」
が
そ
れ
ぞ
れ
論
拠
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、『
ヘ
ー
ゲ
ル
国
法
論
批
判
』『
経
・
哲
手
稿
』、『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
な
ど
唯
物
史
観
形
成
過
程
の
検
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討
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
論
序
説
』（
一
九
八
五
年
、
九
大
出
版
会
）
五
章
で
論
じ
た
。
生
産
諸
関
係
は
物
的
生
産
部
門
の
み
な
ら
ず
流
通
部
門
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
も
見
い
出
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
含
む
総
体
と
し
て
の
生
産
諸
関
係
が
社
会
の
経
済
的
土
台（
下
部
構
造
）を
構
成
す
る
。
価
値
法
則
は
生
産
関
係
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
も
価
値
形
成
的
と
み
な
す
こ
と
は
、
生
産
力
に
か
か
わ
る
「
物
質
的
生
産
の
第
一
義
性
」
の
命
題
と
な
ん
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
不
生
産
的
と
し
て
所
得
再
分
配
過
程
に
位
置
づ
け
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
通
説
に
お
い
て
は
、
国
民
所
得
統
計
や
産
業
連
関
表
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
実
態
分
析
は
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
有
用
効
果
生
産
説
に
依
拠
し
た
サ
ー
ビ
ス
労
働
価
値
生
産
説
の
立
場
に
た
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
実
態
分
析
は
可
能
と
な
る
。
本
章
は
、
こ
の
観
点
か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
わ
が
国
の
生
産
的
労
働
・
サ
ー
ビ
ス
論
争
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
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